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　函館鳥通信というシリーズ名にしておきながら、第２回
にして北国と縁の薄そうなサンショウクイの話をしたいと
思います。バードリサーチで私はサンショウクイの分布調
査を担当していますので、これを機に今回は北海道のサン
ショウクイについてまとめ、ご紹介してみたいと思いま
す。とはいっても『野鳥だより』を長年ご愛読されている
方は「北海道でもたまに“出る”」ということを既によくご
存じかもしれません。
　サンショウクイはスズメ目サンショウクイ科に属し、小
鳥の中では大きい…というか細長い鳥です。体長は20cm
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　　　　　　　　　　　　　　　バードリサーチ　三上かつら

鳥獣保護管理法を読み解く－現在の狩猟とは？－（その１）

　国立研究開発法人 森林研究・整備機構フェロー　川路　則友

北大の鳥と環境－野鳥研究会による観察と調査から－
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と図鑑等にありますが、中央尾羽が長く、10cmを超える
個体もいます。体の色は白・黒・灰色とわりあい地味で、
ハクセキレイを縦にした感じです。ピリリリ、ピリリリ、
と特徴的な声で鳴きながら飛翔します。日本では２亜種、

北海道とサンショウクイ
バードリサーチ　三　上　かつら

函館鳥通信②函館鳥通信②

サンショウクイ　2018. 5. 2　札幌市　坂井伍一さん撮影

図１．北海道周辺地域のサンショウクイ生息状況．ロシアの
情報は文献１-３および５を参照．ドット（亜種サンショウク
イ）および斜線（亜種リュウキュウ）の範囲は大雑把な図
示で詳細は不正確．東北地方以南の★は省略．
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亜種サンショウクイと亜種リュウキュウサンショウクイ
（以下亜種リュウキュウと略）が認められています。亜種
サンショウクイは夏鳥ですが、道内で記録されているのは、
春または秋の渡りの時期（表１）で繁殖期の長期滞在の確
実な記録はありません。巣造りの可能性を示す動画がある
北見市の記録を除くと、いずれも渡り途中のサンショウク
イの可能性が高いでしょう。
　ところで先ほど、「渡り途中の」と書きましたが、これ
らのサンショウクイはどこへ渡っていくのでしょうか。そ
こで、「極東の鳥類」シリーズから（孫引きですが）周辺地
域の情報を探索してみました。すると、ウラジオストク周
辺およびハンカ湖では普通に繁殖しており（極東鳥類研究
会1992、2007）、サハリンでは５～７月に「迷鳥」として観
察されている（極東鳥類研究会1996）とのことです（図１）。
また、サハリンで捕獲された個体は生殖腺が発達していた
という記載もありました。北海道を通過してこれらの地域
に向かうのかもしれないですね。なお、朝鮮半島を渡りの
時期に通過する群れもいるようです（Birds of Korea 2014、
http://www. birdskorea. org/BK-Startpage. shtml）。
　ところで、亜種サンショウクイと亜種リュウキュウでは

翼長に明確な差があります（Mikami 2016）。標本で計測
したところ、平均値の短い順に、沖縄の亜種リュウキュウ
（85.3mm）<九州の亜種リュウキュウ（89.2mm）＜本州
の亜種サンショウクイ（97.5mm）となり、沖縄と本州の
サンショウクイでは10mmをこえる差があります。近縁な
種同士で比較したとき、長距離の渡りを行う種や亜種のほ
うが長い翼をもっているという現象はムシクイ類などでも
知られています。長くて尖った翼だと長距離移動をするの
にエネルギー効率が良く、丸っこい翼のほうは急な方向転
換に有利だという説があります。北海道を通過するサン
ショウクイはどんな形をしているのでしょう？いつかそん
なこともわかったら面白いと思います。ちなみにですが、
サハリンで採集された個体について、翼長がオスで
95mm、メスで94mmという記載がありました。これは、
実は朝鮮半島およびその周辺で採集された標本の平均値
（94.6ｍｍ）に最も近いです。
　最後に、今回の記録収集にあたり、樋口孝城、川路
則友両氏にご助力いただきました。この場をかりてお
礼を申し上げます。これ以外にも、もしメモ帳などに
書き溜めた記録や、鳴き声の録音をお持ちの方がい

表１．北海道で観察されたサンショウクイ



－４－

らっしゃいましたら、サンショウクイプロジェクト（http:
//www.bird-research.jp/1_katsudo/sanshokui/index.
html）またはkatsura.m.kawano@gmail.comまで、ぜひ
お知らせください！
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　日本にいる野生の鳥の保護を目的とする法律には、おも
に、「鳥獣の保護および管理並びに狩猟の適正化に関する法
律」（略して、鳥獣保護管理法）、「絶滅のおそれのある
野生動植物の種の保存に関する法律」（種の保存法）、「文
化財保護法」などがあることは、会員の皆さんはご承知の
ことと思います。後ろの２つは、とくに数の少なくなった
鳥（希少鳥類）に焦点を合わせた法律と言えますが、鳥獣
保護管理法だけは、「わが国に生息するすべての鳥は原則
的に保護すべき」という考え方に基づいています。ただ、
この法律はもともと狩猟の規則から始まっています。
　会員の中には、「狩猟」と聞いただけで、嫌悪感を抱く
方もおられるかも知れません。ただ、その狩猟という行為
に対しては、現在でも同法律で厳しくルールを規定してい
ます。したがって、狩猟（を含む鳥の捕獲）行為、もしく
は狩猟者を単に敵視し、感情に走るだけでなく、わが国で
いま実際に行われている狩猟というものはどういうもの
か、をまずは正しく理解することが大切です。ここでいう
「理解」とは、「納得する」「認める」という理解だけで
はなく、「知る」「頭に入れる」という意味合いとも考え
ていただけばと思います。鳥獣保護管理法をはじめ、多く
の法律は、たとえばインターネットから簡単にダウンロー
ドできますし、多くの関連図書がありますので、それを参
照することで理解が進みます。ただ、法律ですので、慣れ
ていないとなかなか理解しがたい部分が多いのも事実で
す。私はこれまで鳥の研究を進めていく上で、いやが応で
もこの法律と付き合わざるを得ませんでした。この法律を
読めば読むほど、これは、研究に限らず、会員の皆さんが
野鳥保護に関わる際にもどうしても必要となる法律だとい
う思いを強く持つようになりました。
　そこで、現在のわが国ではいったい狩猟（もしくは鳥の
捕獲）はどういう位置づけがなされているのか、どのよう
な手順で、どのような鳥を狩猟で捕ることが許されている

（V.A.ネチャエフ著，藤巻裕蔵訳）
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鳥獣保護管理法を読み解く
－現在の狩猟とは？－（その１）
国立研究開発法人 森林研究・整備機構フェロー　川　路　則　友

のか、など、法律に書かれている条文についてこれまで私
なりに解釈した内容をご紹介します。もちろん、私は法律
の専門家ではありません。会員の中には法律に詳しい方が
おられると思いますので、私の解釈に間違った点がある場
合、ご指摘いただければと思います。まずは、法律を歴史
的に見ていきます。

＜法律の変遷I：狩猟対象から一部の保護鳥だけを外すと
いう発想から、一部の狩猟可能鳥を指定という考え方へ＞
　現在の法律名は前記のように、「鳥獣の保護および管理
並びに狩猟の適正化に関する法律」という長ったらしいも
のになっています。これは、明治以降、時代の状況によっ
て名前を替え、改正されてきた歴史があります（図１）。

　当初は狩猟を免許制度にする、銃を使った猟をある程度
制限するなど人間生活の安全に配慮した狩猟のやり方を
主体的に考えたものでした。さらには、一部の「保護鳥
（獣）」を定め、それ以外は自由に狩猟できる、という法
律でもありました。図２にその一例を示します。保護鳥を
指定するという発想の根底の一つには、農林業等に対する
益鳥を保護しようという考え方が大きかったようです。た
だし、たとえばシジュウカラ、ヒガラ、ゴジュウカラと

図１．明治時代以降の狩猟について制定された法律の推移
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いった害虫を食べるとされる鳥は保護鳥にしていますが、
ヤマガラはそうではなく自由に狩猟してもいいという現在
の常識から考えるとヘンテコな選択でもあったようです。
それが1918年に行われた狩猟法の大きな改正で、逆に一部
の「狩猟鳥（獣）」（狩猟可能な鳥や獣）を指定し、それ
以外は捕ってはならないという法律に変わりました。ちな
みに、その当時法律で決められた狩猟鳥は47種となってい
ます（図３）。

　しかし、その内訳を見ると、イカル、イスカ、ウズラと
いった現在でも１種として数えられるものに混じり、アイ
サ、カモ、チドリ、ワシなどと、かなり大括りのものが１
種類として含まれています。中に、エゾヤマドリ（松鶏）
という記載があります。おそらく、エゾライチョウを指す
と思われますが、当時はエゾヤマドリという名前の方が、
行政的には一般的だったのでしょうか？ちなみに日本で最
初の鳥類目録を日本鳥学会が出版したのは、法律から遅れ
ること4年目の1922年ですが、それには和名が「エゾライ
チョウ」とされています。

＜法律の変遷II：鳥の保護優先の考え方を法律へ、さらに
は生物多様性維持のための「管理」まで＞
　その後、時代とともに徐々に野生鳥（獣）の保護を優先
的に考えるような風潮も一般に浸透してきたことにともな
い、保護と狩猟を一緒に取り扱う法律になりました。法律

名も、「保護」を先に出すようになり、保護優先の考え方
が取り入れられたことになります（鳥獣保護及狩猟ニ関
スル法律）。それにともない、狩猟鳥の種類も改正を重
ねるごとに減少していきますが、ときには新たに加えら
れたものもあったりして、現在では28種になっています
（図４）。また近年、一部の野生動物（とくに大型獣類）に
よる農林業への被害が莫大なものになってきています。一
方で、そのような被害をもたらす動物（加害鳥獣）に対し
ては単に駆除するだけでなく、それらの動物を含めた生物
多様性の維持にも配慮するように考えが変わってきていま
す。ということで、問題となっている動物を計画的に適正
な生息個体数まで調整（管理）することを含めた「保護」

と「管理」を考慮し、それと並行して狩猟についても規定
するような法律構成に現在ではなっています（鳥獣の保護
および管理並びに狩猟の適正化に関する法律）。なお、
本法律で扱うのは、わが国に生息する野生動物（野生鳥類
と哺乳類）すべてですが（実は例外の動物もいくつかあ
り、法律にはしっかり記載されています）、本稿では、鳥
類に関してのみ取り上げます。また、本法律は基本的な取
り決め、考え方等を書いたものであり、より具体的な鳥類
名や期間、狩猟用具等に関しては、環境省令である「鳥獣
の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行規
則」に書かれていますので、そちらも参考にされるといい
と思います。

（つづく）
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えーっ！ 数が少なくなっているというのに、まだ狩
猟鳥なの・・・??　　　　　（イラスト　本間康裕）

図４．現在指定されている狩猟鳥（28種）

図２．保護鳥の一例（狩猟規則（1892年）に指定された
　保護鳥）

図３．狩猟法改正時（1918年）の狩猟鳥
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はじめに
　北海道大学（以下北大）札幌キャンパスは、札幌市中心
部に残された貴重な緑の空間として、学生だけでなく、一
般の方々にも親しまれています（図１）。一方、このキャ
ンパスは野鳥たちにとっても重要な環境で、これまで約
150種もの野鳥が記録され、中には春から夏にかけてキャ
ンパスで繁殖する種も存在します。ここでは、我々野鳥研
究会が普段キャンパス内で調査、野鳥観察を行う中で感じ
た、北大の鳥と環境についてまとめます。

北大野鳥研究会について
　まず、北大野鳥研究会について軽く紹介させていただき
ます。愛称は「とりけん」といい、名前の通り鳥が好きな
人が集まる学生サークルでメンバーは３学年約80人とかな
りの大所帯です。野鳥観察が趣味の人からそうでない人ま
で多様ですが、毎週のように活動があり参加者を募って野
鳥観察、時には観光に出かけています。野鳥観察に適した
フィールドが無限にある北海道ですが、やはり近場の石狩
海岸、円山、野幌森林公園などが主な活動場所です。熱心
なメンバーには毎週のように自転車で石狩に通う人もいま
す。また、大型の休みには道東や天売島などの離島などに
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北大の鳥と環境
－野鳥研究会による観察と調査から－

北海道大学野鳥研究会　千葉　利久、熊谷　　隼、中村　晴歌

遠征をしています。とりけんのメンバーがフィールドで皆
さんとお会いすることも多々あるのではないでしょうか。
毎週行われる例会では、その週北大構内で見た鳥や、大学
以外での各自の野鳥観察の結果を報告しあい、記録を残し
ています。高校までは周囲に同世代の鳥好きがいることは
本当に珍しく、このように友達と野鳥観察に出かけられる
場があるのは大学ならではで、とても貴重です。

北大の鳥と四季
　北大には、前述のように非常に多くの種類の野鳥が飛来
します。記録にある150種にはナベコウやシロハヤブサ、
コウライウグイスなどにわかには信じがたいものも含まれ
るためすべてを見ることは難しいのですが、筆者の一人の
千葉もこの一年間で80種以上の野鳥を観察しており、継続
的に観察を行えば100種も夢ではないと感じます。ここで
は、季節ごとにキャンパスで見られる鳥を少し紹介します。
　冬、大学内には雪が積もり鳥影は少ないのですがエナガ
やツグミなどが越冬しています。小鳥が多い年はベニヒワ
なども越冬しているようです。猛禽類ではハイタカはよく
見かけますし、上空にオオワシを目撃した友人もいます。
　春、雪解けと共に南から一気に鳥が渡ってきます。毎日
キャンパスを歩くとそのたびに新しい鳥が入っていてとて
も楽しい時期です。１年の中で特に鳥が多いのがこの渡り
の時期、４月から６月にかけてと９月から10月にかけてで
す。特に春は鳥が見やすく、センダイムシクイやコサメビ
タキなどの渡り鳥を中心に１週間で約50種類もの野鳥が観
察できます。大学中央部にある遺跡庭園、通称恵迪の森に
は囀りが響き、巣穴を探すコムクドリが飛び交います。葉
が茂っていない分、鳥も見やすく、楽しい時期です。
　夏になると葉が茂り、草丈も高くなって格段に鳥が見
にくくなります。それでも幼鳥があちこちに見られ、コ
ムクドリでは幼鳥が非常に大きな群れを作る光景も観察で
きます。
　秋になるとまた渡り鳥がやってきます。葉が茂り鳥は見
にくいですが、秋が深まるにつれてツグミなど冬の鳥が増
え、やがて冬がやってきます。トラツグミやミソサザイな
どは秋のほうが見やすい印象があります。
　観察場所としては、北18条付近にある遺跡庭園、通称恵
迪の森や大野池（写真１）、大学内を流れるサクシュコト
ニ川沿いなどが定番です。これらのポイントを一周すると
それなりの距離になりますがいい運動にもなるはずです。
キャンパス内では不定期ですが北大博物館やその他の団体
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図1. 北海道大学札幌キャンパス。恵迪の森、大野池やサク
シュコトニ川周辺が主な観察ポイントです。地図は北大の
ホームページの他、正門にあるインフォメーションセンター
や総合博物館で入手できます。
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が主催する観察会、探鳥会が開催されていて、参加すれば
鳥に限らず、植物、昆虫などさまざまな分野について知る
機会となるはずです。季節を問わず様々な野鳥と出会えま
すし、アクセスもよく、手軽に鳥を見るにはぴったりの場
所だと思います。

北大で繁殖する鳥
　とりけんでは2017年と2018年の２年間、５月から７月の
繁殖期に絞ってキャンパス内の野鳥の繁殖状況を調査しま
した。調査では北大に生息する鳥、その中で繁殖する鳥、
またその巣の場所を明らかにすることを目的とし、その結
果、アオジなど今まで営巣が確認できなかった鳥の巣を発
見するなどの成果が得られました。また、繁殖する鳥には
営巣場所に恵迪の森を利用する鳥類が多い（アカゲラ、コ
ゲラ、コムクドリ、ムクドリ、スズメ、ハシブトガラス、
シジュウカラ、アオジ）こともわかりました。調査で対象
としなかった範囲も含め、我々とりけんメンバーの観察に
よると、現在北大ではモズ、ノビタキ、ヒバリなど21種類
が繁殖しています。またキビタキ、ハリオアマツバメ、エ
ゾセンニュウなどについては夏の間ずっと姿が確認できる
ためどこかで繁殖しているかもしれません（表１）。

北大という環境
　北大で野鳥を観察する、調査する中で、北大という環境
のすごさ、すばらしさを感じることが多くありました。北
大は大都市札幌の中心部に位置しながら広大なキャンパス

を有し、その中には森、草地、池といった多様な環境があ
ります。鳥にはそれぞれ好む環境がありますが、このよう
な多様な環境があることで様々な鳥が立ち寄り繁殖する場
として選択されているのでしょう。鳥好きな学生にとって
は願ってもない環境で、筆者の一人の熊谷も入学後初めて

構内で鳥を見たときは、そのあまり
の種数に衝撃を受けたことを今でも
覚えています。本州出身の人間に
とってはアオジが囀っているだけで
新鮮ですし、山中に入らないと見る
ことができない鳥であったコムクド
リが飛び交うのが教室から見えてい
ては授業どころではありません。そ
れから２年以上経ちますが未だに発
見がごろごろあります。素晴らしい
フィールドだとつくづく思います。
　一方、北大の環境はいわゆる「自
然」ではありません。教育機関であ
る北大の中にある緑を様々な野鳥が
利用しています。森林、草地、水辺、

それぞれの範囲はとても狭く、鳥類に関しては多様である
とはいえ、猛禽類のようないわゆる食物連鎖の頂点に君臨
する鳥の繁殖は確認できません。しかし、我々としては北
大の環境が将来に向け維持・保全されてほしいですし、実
際に北大自身も近年、キャンパスの保全について関心を
持っているようですが、その中で我々が感じたいくつかの
問題などを紹介します。

巣の保全について
　今年度、大学内でノビタキの繁殖を確認しました。夏の
間ノビタキが滞在していることは知っていましたが確実な
繁殖を確認するのは初めてで、ひっきりなしに餌を運ぶ親
鳥を観察して巣立ちを楽しみにしていました。しかし、巣
立ちを間近に控えたある日、その場所で大規模な草刈りが
行われ、巣は完全に破壊されてしまいました。道からほど
近い草むらだったため道路管理の一環として草刈りが行わ
れたのでしょうが、予想もしていなかっただけに衝撃でし
た。この出来事に関して、大学の教員の方から、大学の管
理をする部署に巣があることを伝えれば守ってくれる、と
いうアドバイスをいただき、来年からはそうしていこうと

考えています。

老木と樹洞
　繁殖調査の結果、発見した巣の
３分の２という高い割合で樹洞が
巣として利用されていることがわ
かりました。一方、洞の数には限
りがあり、道端の1本の木にアカ
ゲラ、コムクドリが繁殖し、その
隣の木でスズメが繁殖している場
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表１．繁殖を確認した鳥（〇）と繁殖の可能性がある鳥（△）

写真１．７月の大野池。オシドリやマガモが子育てをし、上空にはコムクドリや
　ハリオアマツバメが飛び交います。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

〇
〇
〇
△
〇
〇
〇
〇
〇

オシドリ
マガモ
キジバト
ハリオアマツバメ
アカゲラ
コゲラ
モズ
ハシボソガラス
ハシブトガラス

19
20
21
22
23
24
25
26

〇
〇
△
〇
△
〇
〇
〇

コムクドリ
ノビタキ
キビタキ
スズメ
ハクセキレイ
カワラヒワ
ホオアカ
アオジ

10
11
12
13
14
15
16
17
18

〇
〇
〇
〇
〇
△
△
〇
〇

ハシブトガラ
ヤマガラ
シジュウカラ
ヒバリ
ヒヨドリ
ウグイス
エゾセンニュウ
ゴジュウカラ
ムクドリ



－８－

所があるなど、かなり密度が高く競争が激しいことがうか
がえます（写真２）。2017年度の調査の際にはアカゲラが
使用していた巣穴を2018年にはコムクドリが利用する行動
も確認されました。また、オシドリは営巣に大きな樹洞を
必要としますが、洞を持つような太くて大きい木には中が
腐っているなどの問題があることがあります。このような
木は倒木防止のため伐採されてしまいますし、新たな建物
の建設によっても大学構内の大木は伐採されています。オ
シドリは巣箱を利用するため、構内には巣箱が多く設置さ
れてはいますが、適切な管理の下でなるべく木、なおさら
大木は保全してほしいところです。

大学内の開発
　北大はとても長い歴史を持っていますが、建物の建設は
今も続いています。2018年7月末に大学内にセイコーマー
トがオープンしたことは多くの人の記憶に新しいでしょう。
大学内には竪穴住居跡などの遺跡が多くあるため、保存の
ため建物の建設に際しては発掘調査が必要となります。さ
らに、野鳥の繁殖に重要な役割を果たしている恵迪の森は
遺跡庭園として保存されており、今後新たな開発の手が入
る可能性は比較的低いと考えますが、北海道日本ハムファ
イターズの新球場候補地として一時期名前が挙がっていた
大学南側、農学部付近についてはその立地の良さからも今

後も類似の計画が浮上する可能性はあるでしょう。大学の
面積は減る一方ですが、少しでもいい環境が残ることを願
うばかりです。

その他
　北大には野良猫がいます。ねぐらの周りには餌やり禁止
の看板がありますが、それでも餌をやっている人がおり、
今年の春には子供も生まれて個体数も増えています。この
野良猫が大学内でエゾリスを捕食する姿が確認されたり、
木に登る個体がいたりと鳥への影響もかなり大きいはずで
す。現在は10匹以下ですが、今後さらに個体数が増えるな
らば対策をする必要があると思います。大学内にはキタキ
ツネもいますが、感染症などのリスクもありますし、猫に
は感染のリスクはあまりないと言われていますが、エキノ
コックスも心配です。
　カラスやカモに対する過剰な餌やりも水質悪化などを引
き起こし、場合によっては対処する必要があります。特に
ハシブトガラスは数が多く、大学も巣落としで対応してい
ますが依然高密度です。頭がよく観察しているととても面
白いハシブトガラスですが、現状では他の種に影響を及ぼ
しかねない密度であるため、今後も餌やり、ごみの放置な
ど、北大を利用する人のマナー、モラルに関して啓発など
が必要と考えています。

最後に
　ここまで、私達鳥好きな学生が見た北大の鳥と環境につ
いてまとめさせていただきました。読んでくださった方の
中で、北大でこれほど多くの鳥が観察されることを知って
いた方はそれほど多くないと想像しています。しかし、多
くの方に北大という環境のよさを知ってもらうことは、
キャンパスの環境を大きく乱しかねない計画を止め、この
環境を将来に残すうえでとても大きな役割を果たすと考え
ています。私たちも、鳥に絞ったものですが今後もサーク
ルとして観察や調査を通じて記録を蓄積していきますし、
いつの日か我々のこの観察記録がキャンパスの保全に生か
される日が来ることを期待しています。

表紙の鳥　　　ハクガン

　『十勝のハクガン』に長年憧れていました。10羽以上が飛来して
いると聞いて驚いたのはいつだったか覚えていませんが、毎年右肩
上がりの飛来数を聞いて、ため息をついていました。そんなとき、
愛護会の十勝宿泊探鳥会（2017年10月）に参加し、その興奮を再びと
昨年も出かけた時の写真です。
　ハクガンが近くの草地から飛び立ち、頭上を越えていきました。
あの日は、秋晴れの空にハクガンの白い帯、シジュウカラガンの黒
い帯が何度も流れていました。
　　　　　　　　　　　　　　道川富美子（石狩管内当別町）
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写真２．大学内で営巣するアカゲラ。この巣のわずか50㎝
ほど上にはコムクドリの巣があり、同時に子育てをして
いました。
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　2019年９月17日から10月16日までのほぼ１ヶ月にわた
り、上川管内東川町大雪遊水公園（図１）に複数のアカ
ツクシガモが滞在したことを報告します。実際に私が見
たのは９月26日からですが、その間、何人もの観察者の
目を楽しませました。

　大雪遊水公園は旭川市中心部から旭岳に向かって道道
1160号旭川旭岳温泉線を20kmほど行ったところにある周
囲約1.7㎞の農業用調整池で、７つの大きな池があり、９
月になると、道道側からみて最奥部右端の池を除き水が
抜かれ、６つの池は浅い水が残った干潟状になります。
この頃ここにはコガモ、アオサギ、タカブシギ、クサシ
ギ、トウネン、タシギ、コチドリ、イカルチドリ、ハク
セキレイ、キセキレイ等が立ち寄っていました。
　９月17日午前９時過ぎに、旭川支部の辻揚子・塚田京
子会員からのアカツクシガモらしい見慣れぬカモがいる
との連絡があった時は、えー？という驚きと、本当に？
という気持ちでいっぱいでした。とにかく行かねば、と

ドキドキの思いですぐに家を飛び出しました。
　大雪遊水公園に着いた時には、残念ながら目的のカモ
は既に飛び立った後でしたが、塚田会員が撮ったスマホ
写真を見るとアカツクシガモに間違いなさそうです。帰
宅後調べたところ、北海道での明確な記録は利尻島
（1998.5）、宮島沼（1998.10）、小樽市銭函（2012.8）等
少数のようですし、一層悔しい思いです。翌朝も会えず
諦めていたところ、９月25日に同じ大雪遊水公園での２
羽のアカツクシガモの画像が知人のブログにアップされ
ました。
　翌26日朝、大雪遊水公園にまだ暗いうちに出かけ、最
奥部中央の池に３羽を発見しました。しかし喜んだのも
束の間、すぐに飛び立ってしまい、程なく到着した川村
会員と周辺を車で探しましたがみつかりません。二人と
も気落ちして池に戻ったところ、なんと５羽のアカツク
シガモが、道道側の中央の池で泳いでおり、がぜん元気
を取り戻しました。このようなわくわく感を経験したの
は本当に久しぶりです。しばし夢中で観察、撮影に没頭
しておりましたが、午前６時40分頃残念ながら５羽一斉
にどこかに飛び立ちました。
　もういなくなったかと思っていたところ、28日早朝、
川村会員から４羽戻っているとの連絡を受けました。そ
の後は10月17、18日とアカツクシガモの姿を見られなく
なるまで私の頭は彼らに占拠されたのでした。その間の
観察で気づいた事を挙げてみますと、
　１）水が抜かれていない最奥部右端の池にはコガモ、
マガモ、ハシビロガモ、オナガガモ、ヒドリガモ、カル
ガモ等が100～200羽滞在していたが、そこに移動するこ
とはなく、またそれらのカモ類と行動を共にする事もな
かった。
　２）飛来した初期には警戒心が強かったが、次第に人

上川管内東川町大雪遊水公園にアカツクシガモ
日本野鳥の会旭川支部　竹田　憲正（文）、川村　　靖（写真）
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図１．◎が大雪遊水公園のおよその位置

池で採餌中のアカツクシガモ　2019. 10.  5 はばたくアカツクシガモ　2019.  9. 28
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をあまり気にしなくなった。
　３）飛び立つ際は助走せず、羽ばたきはゆっくりで、
低空を飛翔した。
　４）歩行しながらの採餌は、地面表層を水と共に吸い
込むようなしぐさであった。
　５）10月11日に午前５時～６時、午前11時～午後０時
30分、午後６時～８時40分の３回観察した結果、時折休
息する以外は殆ど採餌の為に歩行あるいは遊泳していた。
特に夜間の２時間40分は常に採餌行動をしていた。他の
日も採餌行動の時間が長かった。
　大雪遊水公園で確認されたアカツクシガモの個体数は、
９月17日、26日が５羽、９月28日～10月６日が４羽、10
月８日～13日が３羽、10月16日が１羽、以後確認情報な
し、という結果でした。９月27日、10月７日、10月14・

15日は、大雪遊水公園では確認されず、また他の場所で
の情報もありません。確認できなかった日のいずれのケー
スでもその後に再出現した際に個体数が減少しており、
何らかのアクシデントがあった可能性も考えられます。
　10月13日の朝にオジロワシがアカツクシガモを執拗に
追いかけていたという情報や、10月14日に最奥部中央の
池の堤防で、先端から半分が橙赤色で残部が白色の羽毛
や黒い風切羽等を含むアカツクシガモのものと思われる
羽毛が散乱していた事、池の干潟状部分にアライグマと
思われる足跡が複数個所あった事、など関係があるかも
しれません。長い間楽しませてくれたアカツクシガモは
今まで会ったカモのどれよりも愛らしかったです。
　１羽でも多く無事越冬地に到達していて欲しい、と願
うばかりです。

　雪の妖精シマエナガの人気はまだ続いているようです。
一昨年に写真集などが出てからは、おそらくそれまでは
野鳥にそれほどの興味はなかった人達の間で全国区的人
気になりました。シマエナガが殆ど無名？だったずっと
前から北海道で野鳥を見ていた人たちはその可愛さを知っ
ていたのですが、突然のように起こったシマエナガブー
ムに驚いたかもしれません。
　ここでは、ちょっと無粋になりますが、シマエナガに
ついて、その分布と分類から概説してみます。そんな面
倒なことを言わなくても「いいっしょ」とか「いいべさ」
（どちらも北海道弁？）という人もいるかもしれません
が、ちょっとお付き合いください。
　日本には北海道の亜種シマエナガ、本州・佐渡・隠岐

の亜種エナガ（写真１）、対馬の亜種チョウセンエナガ、
四国・九州の亜種キュウシュウエナガの４亜種が分布す
るのですが、野鳥図鑑などでは、エナガの特徴の説明と
して、「頭頂は白く、黒い眉斑がある」といった説明が
まずあり、その後に「北海道の亜種シマエナガは黒い眉
斑はなく、頭全体が白い」と書かれているのが普通です。
また、亜種エナガ、亜種チョウセンエナガ、亜種キュウ
シュウエナガの３亜種はほとんど羽色に差異がないとだ
け記載されているのが一般的です。
　ここまで読んだだけで、いちいち「亜種」とつけるの
は小うるさいと思われる人が少なからずおられるかと思
います。書いている私も面倒です。シマエナガと書くだ
けで「いいっしょ」となりそうです。ところがそれでは
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「亜種」シマエナガ考
札幌市北区　樋　口　孝　城

写真１　亜種エナガ成鳥　2017.  4. 13
　富山県　写真撮影：中田達哉さん（富山在住会員）

写真２　亜種シマエナガ幼鳥　2014.  6.  5　
　当別町道民の森　写真撮影：中正憲佶さん（故人）
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混乱を招きます。シマエナガはいいとしても、エナガと
だけ書くと、それが４亜種をまとめての種エナガのこと
か、それとも亜種としてのエナガのことかわかりません。
　分類の基本単位となるのは種です。エナガに限らず、
日本に複数の亜種が分布する種は多くおり、それぞれに
亜種名が付けられています。日本の鳥の分類・命名規則
には、日本に複数の亜種がいるものについては、そのう
ちの１つを種名と同じにするとあります。極めて単純に
は、最も普通に見られるものがそれになります。日本全
体では本州にいるエナガが最大派ですから、それが亜種
エナガとなります。
　よく使われる表現に「エナガの亜種シマエナガ」とい
うのがあります。これを正確に言うには、かなりくどく
どしく「エナガという種の中の一亜種であるシマエナガ」
とでもなるでしょうか。当たり前のことながら「エナガ
の亜種エナガ」という表現もあります。ややこしいです
ね。本州の人は、エナガはエナガでしょという感覚です。
でも北海道の人達はエナガと言えばシマエナガ、ことの
ついでにカケスと言えば（亜種）ミヤマカケス、キジと
言えば（亜種）コウライキジです。

　さて、亜種の中でも、本州の亜種、種と同じ名の亜種
が偉い？のでしょうか。亜種シマエナガは亜種エナガの
分派？なのでしょうか。「亜種シマエナガの元は亜種エ
ナガでは？」なんてことを考えさせられてしまうような
ことがあります。繰り返しのようになりますが、亜種シ
マエナガは種エナガの中の１つの派ではありますが、亜
種エナガの分派では決してありません。
　面白いことに、亜種シマエナガの幼鳥は亜種エナガに
とてもよく似ているのです。写真２は当別町道民の森で、
５月末か６月初めに生まれた亜種シマエナガの幼鳥です。
７月下旬ぐらいには第１回冬羽に換羽して、ちゃんと頭
が真っ白になり、森の中を飛び回っていたことでしょう。
　愛護会の探鳥会でのチェックリスト、また野鳥だより
の探鳥会報告にあるように、鳥の名は種名で表すのが一
般的です。亜種の場合には、「亜種シマエナガ」のよう
に表すことを原則とします。でも、「雪の妖精エナガ」
ではインパクトが弱く、「雪の妖精亜種シマエナガ」で
はぶち壊しです。本名エナガ、愛称シマエナガ。こんな
もんでいかがでしょうか。
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　仙台から転勤で札幌に移り住んで以来、水鳥がいつ、ど
こで見られるのかがよく判らず、特に「シギチドリに飢え
た」状態が続いておりました。この度、夫婦で愛護会に入
会させていただき、石狩川河口探鳥会に参加してみよう
と、久しぶりに図鑑をチェック・・・識別ポイントなど見
事に忘れており、慌ててページをめくります。相変わら
ず、皆おんなじに見えてしまうけれど、図鑑と首っ引きで
あーでもない、こーでもないと歯を食いしばって（？）識
別するのがシギ・チドリ観察の楽しいところですね。
　歩き始めてまもなく、トウネンの群れが現れました。餌
を探すのに夢中なせいか、こちらを気にするどころか近づ
いてきます。昔、オーストラリアのケアンズで越冬中のト
ウネンを見た瞬間、それまで知ったつもりになっていた
「鳥の渡り」というものを本当に実感し、思わず涙したこ
とがありました。そんなこともあり、トウネンは個人的に
思い入れのある鳥です。「今年もまた、あんな遠くまで行
くんだね。蒲生（仙台市にある干潟です）にも寄るの？こ
こでたくさん食べてから津軽海峡を渡ってね！！」と、心
の中でひそかに応援。
　毎年、人知れず粛々と繰り返される、小さな鳥たちが行
う壮大な渡りの営み。それらを知り、ちょっと垣間見るこ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
石狩川河口

2019.  8. 18
札幌市豊平区　永野　朋美

とを覚えただけでも人生が豊かになりました、と言ったら
大げさでしょうか。
　結局、トウネン、ソリハシシギ、キアシシギ（解散後、
声のみ確認）とシギの種類は少なかったものの、お蔭様
で、久しぶりに潮風に吹かれながら波間に目をこらす、楽
しい時間を過ごすことが出来ました。
　実は北海道の鳥について、まだまだ分からない事だらけ
で、メジロが札幌では夏鳥だということを、こちらに来て
から知ってビックリした次第です。これからも探鳥会に参
加させていただき、楽しく学んでいきたいと思っておりま
す。幹事の皆さま、参加者の皆さま、ありがとうございま
した。
【記録された鳥】ウミウ、ソリハシシギ、トウネン、ウミ
ネコ、オオセグロカモメ、トビ、ヒバリ、ノビタキ、カワ
ラヒワ、ホオアカ　　　　　　　　　　　　　　以上10種
【参加者】板谷輝美、今村三枝子、岩井　茂、岩井幸子、
臼田　正、大表順子、大垣　創、加藤博己、河合千賀子、
木内勝敏、北山政人、香内　実、近藤章子、佐藤　勉、佐
藤香織、白澤昌彦、新城　久、鈴木勝之、鈴木幸弥、関　
久恵、高田可南子・蒼翔・陽奈子、髙橋きよ子、髙橋宣
子、竹田芳範、田辺英世、辻　雅司・方子、豊口笑子、永
野一彦・朋美、蓮井　肇、畑　正輔、早坂泰夫、樋口孝
城、福島　文、松本裕治、丸島道子、村田恵一、本杉政
司・朋子、紅葉昭彦、守屋信男・幸代、山室ゆかり、横山
加奈子、吉田慶子、吉見孝夫・紫乃　　　　　　以上50名
【担当幹事】臼田　正、横山加奈子
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　名古屋からの旅行者です。北海道には何度も来ています
が、旅行の途中、タイミングの良い探鳥会が有ると、よく
便乗させて頂きます。地元の自然を知るとても良いチャン
スとなっています。それまでの旅先で出会った鳥も先輩に
見せ、教えて頂けます。これがまたとても有り難く、迷う
事ばかりの我等の鳥の識別には大いなる助っ人です。先輩
のお話は、地元ならではの情報が深く、旅の思い出は更に
膨らみます。
　今日の探鳥会でも、いたぁ・・・という歓声、どこど
こ・・・と寄ってくる仲間、いる、いる・・・と同じものを見
つけ喜び合う顔はどなたも等しくほころんでいます。探鳥
会と言う名の元に、時間を共有した御縁が輝く瞬間です。
鳥に会う喜びと嬉しそうなお顔に会える喜びのダブルの楽
しい時間です。時々、若いカップル、そしてもっと若い小
中学生にも触れ合う機会があります。嬉しいシーンです。
　野の生き物に出会う事が喜びになって、柔らかな心に刻
んで欲しいと、願うばかりです。今日半日、ご一緒して頂
き、ありがとうございました。
【記録された鳥】カルガモ、コガモ、カイツブリ、ハジロ
カイツブリ、カワウ、ウミウ、アオサギ、ダイサギ、ソリ
ハシシギ、イソシギ、ウミネコ、オオセグロカモメ、ト
ビ、カワセミ、モズ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、
ショウドウツバメ、ムクドリ、ノビタキ、スズメ、ハクセ
キレイ、カワラヒワ、ホオアカ、オオジュリン　以上25種
【参加者】青山悦通・操、大表順子、小山内恵子、門村德
男、岸野一法、岸谷美惠子、小西峰夫・芙美枝、近藤章
子、品川睦生、渋谷公之、島崎康広、高田哲男・可南子・
蒼翔・陽菜子、辻　雅司、寺屋圭一、中村一嘉、早坂泰
夫、原　美保、樋口孝城、平野菜々子、宮本和重・とも
子、吉田鏡子、鷲田善幸　　　　　　　　　　　以上28名
【担当幹事】門村德男、早坂泰夫

鵡　川　河　口
2019.  8. 25

名古屋市　青山　　操

　探鳥会に参加したことなど無かったのに悪魔のささやき
に乗せられて参加してしまいました。朝から南風が吹いて
暑くなりましたがシギ・チドリを観るのは、いつもこうな
のだと言い聞かせて幹事さんの後について調整池の周回
コースを歩き始めました。最初に目に入ったのは、オオソ
リハシシギとオグロシギでした。両種とも同じくらいの大
きさでよく似ていますが嘴が違っています。オオソリハシ
シギの嘴は名前の通りでインパクトのある特異な形をして
いました。次に出会ったのは、アオアシシギとコアオアシ

【記録された鳥】キジバト、アオサギ、ダイサギ、チュウ
サギ、コチドリ、タシギ、オグロシギ、オオソリハシシ
ギ、コアオアシシギ、アオアシシギ、タカブシギ、イソシ
ギ、トウネン、エリマキシギ、トビ、カワセミ、アカゲ
ラ、ハシブトガラス、ノビタキ、ツメナガセキレイ、キセ
キレイ、ハクセキレイ、カワラヒワ　　　　　　以上23種
【参加者】阿部勝利、阿部真美、池端耕治、岩井　茂、岩
井幸子、大表順子、尾形静江、小谷内久江、佐藤香織、品
川睦生、白澤昌彦、高田可南子・蒼翔、髙橋きよ子、立田
節子、田中　陽・雅子、辻　雅司、徳田恵美、西尾京子、
畑　正輔、早坂泰夫、原　美保、樋口孝城、松原寛直・敏
子、道川富美子、三輪節子、本杉政司・朋子、山本和昭、
横山加奈子、吉田慶子　　　　　　　　　　　　以上33名
【担当幹事】樋口孝城、道川富美子

ツメナガセキレイ　筆者撮影

いしかり調整池
2019.  9.  8

江別市　池端　耕治

シギでした。こちらもその名の通り、大きさが全然違いま
す。コアオアシシギはアオアシシギの子供かなと思ってし
まいます。１羽のコアオアシシギを４羽ほどのアオアシシ
ギが周りをガードしているように見えたからです。ただ、
嘴が全く違っていました。更に進むとずんぐり系のタシギ
に出会いました。タシギにはその後も何度か数羽ずつ見る
ことが出来ました。幹事さんが説明してくれた通り、ジシ
ギ類の中では一番長いという嘴を泥の中からグイッと引き
抜く様が見えました。正面からその顔を見ると嘴と一直線
に頭央線があり、背にも４本の淡色線が浮きだっていて綺
麗なものでした。こうしてみるとシギ・チドリ達の嘴の形
状や大きさの違いがとても面白く、シギ・チドリ観察の愉
しみがこの辺にあるのかなと改めて感じました。
　周回コースの奥の方に珍しい鳥のツメナガセキレイが２
羽居ました。珍鳥を充分に堪能した後、集合場所に戻る途
中にエリマキシギ！との声が聴こえました。フィールドス
コープを覗かせてもらうと気品ある佇まいの未だ赤味の残
るスマートなシギが居ました。近くに居た、サギたちやア
オアシシギがじっとしていたのにこのエリマキシギだけが
忙しなく餌を探していました。今ここに着いたところで空
腹なのだと言わんばかりでした。
　汗をかきつつも初秋の風に吹かれながら愉しく過ごした
一時でした。
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　前号（197号）に書かれているように、６月30日と７月
14日の野幌森林公園探鳥会はヒグマ出没のため中止になり
ました。その出没個体は９月５日に駆除され、この回から
探鳥会復活となりました。
【記録された鳥】オシドリ、マガモ、コガモ、カイツブ
リ、キジバト、バン、コゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、
クマゲラ、ヤマゲラ、ハシブトガラス、ハシブトガラ、ヤ
マガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、メ
ジロ、ゴジュウカラ、クロツグミ、コサメビタキ、キビタ
キ、オオルリ、カワラヒワ、アオジ　　　　　　以上26種
【参加者】大表順子、川村宣子、小西芙美枝、新屋和男、
辻　雅司・方子、富川　徹、中村　隆、畑　正輔、早坂泰
夫、辺見敦子、松原寛直・敏子、山本育子、横山加奈子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上15名
【担当幹事】辻　雅司、中村　隆

　ぼくは鳥が大好きな小学４年生です。この探鳥会に参加
した理由はチュウヒが見たかったからです。
　始まって間も無く、フィールドスコープをのぞかせても
らい、木に止まっているお目当てのチュウヒを見ることが
できました。宮島沼にはチュウヒが沢山いるんだなあと思
いました。しかし、雨がふってきてしまい、雨具も持って
いなかったので、水鳥・湿地センターの中に避難するはめ
になってしまいました。けれど、中からカンムリカイツブ
リ、キンクロハジロを見ることができました。その中で
も、カンムリカイツブリの姿は一際きれいでした。それか
ら30分ほどたつと雨もあがり、また外に出ました。すると
「カァハハハハン」と鳴きながら飛んでいくマガンが目
に付きました。そこには、何とも言えない美しさがあり
ました。
　そしてまた鳥を探していると、後ろの方に人が集まって
いたので見に行ってみました。すると、そこにはエゾヤチ
ネズミと思われるネズミが草を食べていました。かわい
かったです。その後もヒドリガモ、カルガモ、オナガガ
モ、コガモ、ハシビロガモなどを見ることができました。
こんなに多い種類のカモ類を見たのは初めてだったし、
時々カモ類が大群で空を飛んでいる姿を見て、やっぱり宮
島沼はすごいなと思いました。また、真っ白な体のダイサ
ギ、他のカモ類とは特徴が違うカイツブリなどの種類も見
ることができました。朝にはいたというトモエガモも見て
みたかったのですが、残念ながら見ることはできませんで

野 幌 森 林 公 園
2019.  9. 15

宮　　島　　沼
2019.  9. 29

札幌市厚別区　齊藤　　蓮（小４）

　数年前からでしょうか愛護会さんの探鳥会に参加させて
もらうようになりました。当初は年1～2回程度でしたが顔
見知りの方も増え、日常の森めぐりでも挨拶をいただくよ
うになりこの度入会させていただく事になりました。藤田
と申します、よろしくお願いいたします。
　入会手続きも早々にさっそく出発となりました。天気も
良く、どんな鳥が飛び出すか期待に胸膨らむのですが森に
入ると残念ながら少々カラ類の声が聞こえる程度です。去
年の台風による風倒木が目立ち、静けさに包まれていま
す。前シーズンもそうでしたがいわゆる冬鳥の姿が目立た
ず、今シーズンも同様なのでしょうか、寂しい気がしま
す。しかしながら改めてゴジュウカラを観察してみると青
みがかったグレーの羽に白い胸、黒いストライプはなかな
かお洒落です。いつもは賑やかなキツツキも今日はコゲラ
位です。
　物足りなさを感じながら歩いていると、大沢の池では冬
鳥の代表格カモ類が迎えてくれました。マガモ、キンクロ
ハジロ、コガモ、カイツブリ、それにハシビロガモもいま
す。対岸に目を移せば数羽のオシドリ。今日一番の盛り上
がりでした。
　ひとしきり水鳥を楽しんだ後は大沢園地で昼食を取りな
がら鳥談義です。さて出発しようかと準備を終え周りを見
ているとチィチィの声、針葉樹の中に小さな鳥が。ホバリ
ングしながらせわしなく動き回ります。オリーブ色の体に

野 幌 森 林 公 園
2019. 10.  6

江別市　藤田　　潔
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した。でも、初めて見たノスリ、ミサゴは印象的でした。
　トモエガモが見れなかったのは残念でしたが、楽しかっ
たのでまた宮島沼探鳥会に参加したいです。そして今度
は、トモエガモを見てみたいです。
【記録された鳥】マガン、ヒドリガモ、マガモ、カルガ
モ、ハシビロガモ、オナガガモ、コガモ、ホシハジロ、キ
ンクロハジロ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ハジロ
カイツブリ、キジバト、カワウ、アオサギ、ダイサギ、ミ
サゴ、トビ、チュウヒ、ノスリ、アカゲラ、モズ、ハシボ
ソガラス、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカ
ラ、ヒバリ、ウグイス、ムクドリ、ハクセキレイ、カワラ
ヒワ、アオジ、オオジュリン　　　　　　　　　以上34種
【参加者】朝倉佳文、阿部真美、今村三枝子、臼田　正、
大表順子、岸野一法、北山政人、栗林宏三、小西峰夫・芙
美枝、齊藤　桂・瞳・蓮・葵、佐藤ひろみ、品川睦生、渋
谷公之、鈴木勝之、高島　均・明美、高田可南子・蒼翔・
陽菜子、田中　陽・雅子、谷川　毅、辻　雅司、畑　正
輔、原　美保、平野菜々子、宮本明人、村田恵一、吉田慶
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上33名
【担当幹事】北山政人、佐藤ひろみ
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　この時期としては、風も弱く、穏やかな晴天の日でし
た。上空を時折、マガンやヒシクイの群れやオジロワシが
飛びます。湖面に目を向けると、距離はありますが、多く
の鳥たちが目に入りました。対岸近くにいるものが多いの
で、望遠鏡でやっと確認できる状況が多いのですが、ヒド

ウ ト ナ イ 湖
2019. 11. 10

札幌市西区　北山　政人

白っぽいお腹、短い尾、キクイタダキです。下から見上げ
ているので“菊の御紋”は見えませんが可愛い限りです。飛
び去ったところで帰路につきました。
　鳥合わせではクマゲラの声が確認できたそうです。天気
が良かったので猛禽も期待しましたがトビさえ飛びません
でした。楽しい一日を過ごすことが出来ました。ありがと
うございます。
【記録された鳥】オシドリ、マガモ、ハシビロガモ、コガ
モ、キンクロハジロ、カイツブリ、コゲラ、オオアカゲ
ラ、アカゲラ、クマゲラ、ハシブトガラス、キクイタダ
キ、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒ
ヨドリ、ウグイス、エナガ、ゴジュウカラ、キバシリ、カ
ワラヒワ、アオジ　　　　　　　　　　　　　　以上23種
【参加者】池端耕治、今村三枝子、岩井幸子、大表順子、
川村宣子、小西芙美枝、近藤章子、佐藤香織、高橋貞夫、
辻　雅司・方子、道場　優、長野隆行、中野正幸、畑　正
輔、早坂泰夫、樋口孝城、藤田　潔、松原寛直・敏子、道
川富美子、本杉政司・朋子、山本育子、横山加奈子、吉田
慶子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上26名
【担当幹事】道場　優、道川富美子
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マガンの群れ　参加者撮影

【記録された鳥】ヒドリガモ、マガモ、ハシビロガモ、コ
ガモ、キンクロハジロ、スズガモ、カイツブリ、オオバ
ン、トビ、オオタカ、ノスリ、コゲラ、オオアカゲラ、ア
カゲラ、クマゲラ、ヤマゲラ、ハシブトガラス、キクイタ
ダキ、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ、
ヒヨドリ、エナガ、ヒレンジャク、ゴジュウカラ、ツグ
ミ、カワラヒワ、ウソ、シメ　　　　　　　　　以上30種
【参加者】石井正訓、今村三枝子、内山英晋、小本晴香、
小西芙美枝、齊藤　桂・瞳・蓮・葵、高橋貞夫、辻　雅
司・方子、辻田捷紀、中村　隆、蓮井　肇、畑　正輔、早
坂泰夫、樋口孝城、平田修二、辺見敦子、松原寛直・敏
子、本杉政司・朋子、横山加奈子、吉澤佳奈子、吉田慶子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上27名
【担当幹事】早坂泰夫、横山加奈子

【記録された鳥】ヒシクイ、マガン、カリガネ、コブハク
チョウ、コハクチョウ、オオハクチョウ、ヨシガモ、ヒド
リガモ、マガモ、オナガガモ、コガモ、キンクロハジロ、
スズガモ、ホオジロガモ、カワアイサ、ミミカイツブリ、
アオサギ、ダイサギ、タンチョウ、オオバン、カモメ、シ
ロカモメ、オオセグロカモメ、トビ、オジロワシ、チュウ
ヒ、オオタカ、コゲラ、アカゲラ、ハシボソガラス、ハシ
ブトガラス、ハシブトガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨ
ドリ、エナガ、ゴジュウカラ、セグロセキレイ、カワラヒ
ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上39種
【参加者】岩井　茂、大表順子、大垣　創、北山政人、近
藤章子、品川睦生、高田可南子・蒼翔・陽奈子、谷口勇五
郎、畑　正輔、早坂泰夫、鷲田善幸　　　　　　以上13名
【担当幹事】北山政人、鷲田善幸

野 幌 森 林 公 園
2019. 11.  3

リガモやマガモといったお馴染みのカモ類や、生殖羽に換
羽が進みつつあるヨシガモの雄などを確認しました。近
年、北海道において観察する機会が以前よりも多くなっ
た、オオバンも群れになっています。同じような状況にあ
るダイサギも湖のいたるところで見られました。マガンの
群れの中にカリガネの成鳥を一羽確認しましたが、オジロ
ワシに驚いてマガンの群れと何度も移動した為にじっくり
と観察できず残念でした。ジュッ、ジュッとセグロセキレ
イが鳴きながら飛び、また、鳥に詳しくない方々にも知名
度が大いに上がったエナガの亜種シマエナガの群れも間近
に見る事ができました。私が今回の探鳥会で一番印象的
だったのは、ウトナイ湖上空をとんだ一羽のタンチョウで
す。高度を上げていき、厚真方面の上空に去って行きまし
た。個体数の回復とともに道東の繁殖地が手狭になってき
ている状況なので、道東以外でも分布を広げているようで
す。ウトナイ湖やその周辺でも観察記録や繁殖の記録もあ
ります。人間との軋轢などの問題を解消して、勇払原野で
も複数のタンチョウが安心して生息できる状況が、近い未
来に実現すれば良いと思います。
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　2019年10月20日、タカの渡りの観察を主な目的とし
て、室蘭唐松平探鳥会が行われました。従来、室蘭で
は愛護会の探鳥会は開催されたことが無く、初めての
試みでした。当日は好天に恵まれ絶好のタカ日和のな
か、ご参加の16名のみなさんは、タカの飛翔する美し
くも精悍な姿にすっかり魅了されたようでした。
　集合時刻の小一時間ほど前から、ご参加のみなさん
が集まり始めて、空を飛ぶノスリ、ハイタカなどを追
いかけています。周囲の樹上にはカラ類のほか渡り途
中のホオジロの群れが舞います。その間、測量山の山
頂広場は空いているとの情報を確認のうえ、定刻の挨
拶の後、幹事１名を約30分間残して、徒歩10分ほどの
山頂へ移動して行いました。山頂からのタカの観察条
件は格段に良く、上空を飛ぶ姿のみならず、横方向や
下方向を飛ぶ姿も、たっぷりと観察することが出来ま
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した。なお、日頃タカの観察に不慣れなご参加の方の
ために、ハイタカ属３種、ノスリなどの識別ポイント
を、たった今撮影した映像や図鑑の表示などにより、
その都度確認していただきました。
　この季節、９月上旬から11月上旬にかけて、渡るタ
カたちを観察するポイントとして、室蘭は道内屈指の
場所であると思われます。その中でも、９月上旬中旬
にかけてのハチクマの渡る時期と並んで、オオタカ、
ハイタカ、ツミ、ノスリなどの渡りのピークに当たる
ことが多い10月中旬下旬が、多くのウォッチャーに
とって大変魅力的な時期です。今後も引き続き実施し
て、多くの方々にホーク・ウォッチングの魅力を味
わっていただきたいと思います。 
【記録された鳥】ヒドリガモ、キジバト、アオサギ、
ウミネコ、オオセグロカモメ、トビ、チュウヒ、ハイ
タカ、オオタカ、ノスリ、アカゲラ、ミヤマガラス、
ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、ヒガ
ラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、エナガ、メジロ、ゴ
ジュウカラ、カワラヒワ、ホオジロ　　　　以上23種
【参加者】　16名
　　　　　　　　（担当幹事：臼田　正、北山政人）

室蘭唐松平探鳥会報告

担当幹事　臼　田　　正

【小樽港】2020年１月19日（日）
　札幌から貸し切りバスを利用して
行います。小樽駅での乗降車もでき
ます。小樽駅で小休止してから探鳥
コースに入ります。
　日和山灯台付近、祝津漁港、高島

漁港、フェリーターミナルを回り、海ガモ類、カモメ類、
アビ類、ウミガラス類などを観察します。フェリーターミ
ナルで昼食をとります。
　往復とも小樽駅以外での途中乗車・下車はできません。
　集　合：札幌駅北口「鐘の広場」8：00
　　　　　小樽駅9：20
　帰　着：札幌駅北口16：00頃
　　　　　小樽駅14：40頃
　定　員：45名
　参加費：2,000円（当日、受付時に集めます）
　申込先：畑 担当幹事
　１月５日（日）から８日（水）までの毎日9：00～20：00に電
話・E-mailにて受付いたします。乗降場所（札幌駅か小樽
駅）を指定して下さい。E-mailの場合、電話番号を明記願
います。なお、定員になり次第締め切ります。
　　電　　話　011－894－0017
　　携帯電話　090－3117－4261
　　E-mail：hata2002@lapis.plala.or.jp

【野幌森林公園】2020年２月２日（日）
　この時期の鳥は、ツグミ、アトリ、マヒワなどの冬鳥
と、留鳥のキツツキ類、カラ類、そして冬によく見られる
ウソ、シメ、カケスなどです。フクロウやクマゲラにも会
えるかもしれません。12：00頃に大沢口に戻り、鳥合わ
せ、解散となります。昼食はふれあい交流館でとることが
できます。
　集　合：野幌森林公園大沢口　９：00
　交　通：夕鉄バス　新札幌駅発（文京台南町行）
　　　　　「大沢公園入口」下車　徒歩５分
　　　　　JRバス　新札幌駅発（文京台循環線）
　　　　　「文京台南町」下車　徒歩５分

【円山公園】2020年３月１日（日）
　春間近の公園内で、キツツキ類、カラ類に加え、ツグ
ミ、マヒワ、ウソ、シメなどを観察します。キクイタダキ
やハギマシコも見られるかもしれません。さえずりも聞か
れ始めます。
　午前中で解散の予定です。昼食は不要です。解散後に
円山動物園で飼育されている鳥たちを見に行くのもお勧め
です。
　集　合：円山公園管理事務所前　9：00
　交　通：地下鉄東西線「円山公園」下車　徒歩８分
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【ウトナイ湖】2020年３月15日（日）
　春になって北の繁殖地に渡っていく途中のガン・カモ類
や、オオワシ、オジロワシなどを観察します。湖畔をネイ
チャーセンターまで行き、そこで折り返して出発点に戻り
ます。12：00頃にウトナイ湖野生鳥獣保護センター内（多
目的室）で鳥合わせをし、解散となりますが、同じ場所で
昼食をとることができます。
　集　合：ウトナイ湖野生鳥獣保護センター前　9：00
　交　通：道南バス　新千歳空港発（苫小牧行）
　　　　　「ウトナイ湖」下車　徒歩５分

☆いずれの探鳥会も悪天候でない限り実施します。
☆昼食、観察用具、筆記具などご持参下さい。
☆問合せ先：北海道自然保護協会　電話011－251－5465
　　　　　　10：00～16：00（土・日・祝日を除く）

　当会は1970年（昭和45年）５月に設立され、来
年2020年には50周年となります。これを記念し
て、いくつかの事業を計画しています。主なもの
は、⑴野鳥だより特別号の発行、⑵探鳥会50年の
記録誌の発行、⑶記念式典および講演会の開催、
⑷記念探鳥会の開催です。富川副会長を委員長と
する「50周年記念事業実行委員会」を中心として
事業実現を図っております。

★新年講演会の開催（講演と写真映写会）★
・日　時：2020年１月11日（土）　13：30～16：00
・場　所：かでる2・7　520研修室
　　　　　札幌市中央区北２条西７丁目（011-204-5100）
　　　　　どなたでも参加できます。申し込み不要。　
・参加費：500円（当日、会場にて申し受けます）

【講演１】
・講　師　先崎啓究 氏
　　（道央鳥類調査グループ・北海道野鳥愛護会会員）
・題　名　耳を澄ませば　～声で鳥を見つけてみよう～
・内　容　様々な声を発してコミュニケーションを取って

いる鳥たちですが、声の種類や発する状況が分かると
色々なことが見えてきます。意識的に耳を澄ませて声を
正確に聞き取ることで、ヒトの目では難しい種類の識別
に役立ち、森に潜む猛禽類の発見につながることも少な
くありません。今回はそんな鳥の鳴き声について、実際
の鳥の声や自身の体験をご紹介しながら迫ってみようと
思います。

【講演２】
・講　師　先崎愛子 氏
　　（道央鳥類調査グループ・北海道野鳥愛護会会員）
・題　名　離島探鳥紹介　～島で出会った鳥たち～
・内　容　島に出かけて渡りの時期やその島にしかいない

鳥を探すことは、多くのバードウオッチャーにとって大

〔 北海道野鳥愛護会 〕 年会費　個人 2,000 円、家族 3,000 円（会計年度４月より） 郵便振替  02710－5－18287
札幌市中央区北３条西11丁目加森ビル５・六階　北海道自然保護協会気付　   （01 1）25 1－54 6 5〒060－0003

HPのアドレス https://aigokai.org

きな楽しみの１つではないでしょうか。今回は、私たち
が実際に行った島での探鳥の記録を、島の美しい景色と
ともに詳細にご紹介いたします。道内では礼文島、利尻
島などのあまり人の出向かない島の他、道外では小笠原
島や与那国島といった気軽には行けない遠方の島につい
ても紹介します。島の魅力や出会える鳥を知って頂き、
次の探鳥計画の参考にしていただけましたら幸いです。

【野鳥写真映写会】
　発表者募集中：お問い合わせは品川幹事まで　
　　　　　　　　　E-Mail：qq4999s9@ace.ocn.ne.jp

【懇親会】講演会終了後
　場所：「ユック」（中央区北１条西５丁目興銀ビル地下）
　会費：3,500円　
　参加自由、事前申し込みは不要です。
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オガサワラヒメミズナギドリ　2018. 9. 18
小笠原航路　先崎愛子氏撮影

【新しく会員になられた方々】
　大内　和憲（札幌市北区）
　藤田　　潔（江別市）

愛護会は来年で設立50周年です
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